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ぢ やありません かご 

どくぐ ち 

小 林 君 は 自分の 毒 口 を 聞いて、 にゃにゃ 笑 ひ 出した。 

み 巧 わし み 3 

「これが 出来た ので 鷹 ケ峯と 鷲ケ峯 とが 続いて ゐる所 

が 見え なくなりました。 茶席な ど 造る より、 あの 辺の 

ざ ふき 

雑木で も 払へば よろしい にな ご 

かう もり はう なるほど 

小 林 君が 洋傘で 指さした 方 を 見る と、 成程 も ぢゃも 

しょか ざ ふき こず,^ 

ぢゃ 生え 繁 つた 初夏の 雑木の 梢が 鷹 ケ峯の 左の 裾 を、 

鬱陶しく 隠して ゐる。 あれが なくなったら、 山ば かり 

お また ナ -P ぶ 

でな く、 向う に 光って ゐる大 竹 藪 もよ く 見える やうに 

なる だら う。 第一 その 方が 茶席 を 造る より は、 手数が 

かからな いのに 違 ひない。 



覚えて ゐ ない。 しかも その 名前なる ものが、 甚 平凡 

き は 

を 極めて ゐ るの だから、 それだけ では、 いくら 賢明な 

車夫に しても 到底 満足に 帰られな からう。 

とうゆ はづ 

困った なと 思って ゐ ると、 車夫が 桐油 を 外して この 

ちゃう ちん 

辺ぢ やお へんかと 云 ふ。 提灯の 明りで 見る と、 車の 

前に は 竹 藪が あった。 それが 暗の 中に 万 竿の # を つら 

ねて、 重なり合った 葉が 寒さう に濡て 光って ゐる。 自 

分は大 へんな 所へ 来たと 思った から、 こんな 田舎 ぢゃ 

よこち やう しでう お ほ はし 

ない よ、 横町 を 二つば かリ 曲る と、 四 条の大 橋へ 出る 

あき 

所なん だと 説明した。 すると 車夫が 呆れた 顔 をして、 

ここ も 四条の 近所 どす がな と 云った。 そこでへ ええ、 



と 外の 芸者と は、 小さな 声で、 誰かの 噂 か 何 かして ゐ 

る。 —— 自分 は 東京 を 出て 以来、 この 派手な お 茶屋の 

リ よしう あちは 

中で、 始めて 旅愁ら しい、 寂しい 感情 を 味った。 

(大正 七 年 六月) 
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